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元気交流中播磨部会
歴史文化グループ

元気交流中播磨部会
銀の馬車道活性化グループ

　過去の活動が、市川沿い中心だったため、活動を横へ広げる事と文化への意識を高める活動を行ってきました。全体活動
では、「網干まちあるき」を実施したり、「日本玩具博物館」「はりま里山研究所」を訪問して、見聞を広げました。又、中播磨
地域にも数多くの城跡があるため、数人で城跡を巡り案内板・駐車場有無等の確認をしました。

　2年の任期中コロナ禍が明けることもなく、何とか3回の実践的な活動機会を得ました。
　当グループメンバーのいくつかの地域を代表する方々から、重ねてお話を伺ってまいりました。最初は各々手持ちの情報を
持ち寄り、さらに理解を深めるために研究をしたいという方向へ進みかけました。そのうちお互いの活動を尊重し合い、見学
し、課題の共有が始まり、ともに発信していこうとする繋がりへと自ずと進化を遂げました。
　播磨には「銀の馬車道」に加え、「北前船」「塩のまち」「西国三十三所」の４つの日本遺産と世界遺産「姫路城」が互いに
絡み合って存在しています。それは偶然ではなく、古来より住み続けてきた人々が主体となって営み、守り続けてきた証でも
あります。
　遺産そのものだけではなく、如何に播磨人の遺産を舞台にした営みを、点から面へ繋ぎ、伝え遺していけるかに正面から
向き合わねばならないと感じました。

はりま里山研究所で「里山」につい
ての話をお聞きしました。里山の
維持には人の手入れが必要で、縄
文時代の栗の木の栽培や、古墳時
代以降に燃料として使用していた
松が大切にされていたことが伺え
ました。

「日本玩具博物館」では、館長から、
自分で収集した玩具のほか、数多
くの収集家からの寄付を受け、そ
の継承への苦悩とコロナ禍による
入館者数の激減、私的博物館文化
への公的な支援を得る事の困難な
ど、文化遺産の後世への伝承が課
題であることを伺いました。

生野～船津　サイクリング試走 船津　大沢公民館　視察見学 網干 山本家住宅 視察見学

「網干まちあるき」では、「誠塾」「旧網

干銀行」「山本家住宅」等を案内してい

ただき、山本家住宅内で、部会のグルー

プ会議を開きました。

⒈ 銀の馬車道体験事業　サイクリング試走
　 生野銀山跡～船津立場跡　（神子畑交流館・「神選」含む）　等
⒉ 船津　大沢公民館（銀の馬車道をはじめ様々な郷土資料の展示）　等 見学
⒊ 網干　あぼしまち交流館・山本家住宅・大覚寺　等　見学
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